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インプラント治療にお
ける患者説明の工夫を
紹介する野阪泰弘氏＝
３月29日、Ｍ＆Ｄホール

第１回
理事会

医
療
改
革
法
案
の
阻
止
へ

地
元
選
出
議
員
へ
要
請
強
め
る

　

協
会
は
４
月
11
日
、
第
１

回
理
事
会
を
開
き
、
14
日
か

ら
国
会
審
議
が
始
ま
る
医
療

改
革
関
連
法
案
の
成
立
阻
止

の
た
め
、「
新
た
な
患
者
負

担
増
を
や
め
、
窓
口
負
担
の

大
幅
軽
減
を
求
め
る
請
願
」

署
名
、「
新
た
な
患
者
負
担

増
を
や
め
、『
患
者
申
出
療

養
』
の
撤
回
を
求
め
る
医
師

・
歯
科
医
師
要
請
」
署
名
を

４
月
16
日
、
５
月
21
日
の
中

央
要
請
行
動
で
地
元
議
員
に

提
出
す
る
な
ど
、
当
面
の
運

動
対
策
を
決
め
た
。
４
月
16

日
は
17
人
が
参
加
す
る
。

　

来
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

総
枠
を
拡
大
し
歯
科
医
療
改

善
を
め
ざ
す
保
団
連
診
療
報

酬
改
善
案
に
は
、
感
染
予
防

対
策
の
評
価
も
含
め
て
基
本

診
療
料
を
引
き
上
げ
る
な
ど

の
考
え
を
保
団
連
に
報
告
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

報
酬
改
定
対
策
で
は
こ
れ

ま
で
２
年
に
一
度
、
秋
に
開

い
て
い
た
歯
科
決
起
集
会

を
、
政
府
予
算
の
編
成
な
ど

を
考
慮
し
て
、「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」
の
初
日
・
６
月

４
日
に
、「『〝
歯
は
命
〞
健

康
長
寿
社
会
に
む
け
て　

保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
』
６

・
４
国
会
内
集
会
」
を
開

く
。
集
会
と
前
後
の
議
員
要

請
に
大
阪
歯
科
か
ら
30
人
参

加
を
目
標
に
し
、
会
員
に
も

呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

５
月
17
日
に
投
開
票
さ
れ

る
大
阪
市
解
体
の
住
民
投
票

に
は
、医
療
・
福
祉
施
策
を
後

退
さ
せ
な
い
た
め
に
も
反
対

で
臨
み
、
会
員
へ
の
情
報
提

供
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
通
常
評

議
員
会
、
定
期
総
会
に
諮
る

「
情
勢
、
２
０
１
３
・
14
年

度
活
動
総
括
、
15
・
16
年
度

活
動
方
針
」
を
ま
と
め
、
機

関
紙
で
会
員
に
配
付
す
る
。

　

役
員
選
考
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
15
・
16
年
度
理
事

候
補
・
監
事
候
補
を
承
認
、

評
議
員
会
に
諮
る
こ
と
に
し

た
。
総
会
に
提
案
す
る
名
誉

役
員
、
事
務
局
長
候
補
も
理

事
会
と
し
て
承
認
し
た
。

　

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
を
考
え
る
―
ト
ラ
ブ
ル
を

如
何
に
回
避
す
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
習
会
が
３

月
29
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
大
阪
市
北
部
地

区
総
会
の
記
念
講
演
と
し

て
、
同
地
区
が
大
阪
市
東
部

地
区
と
合
同
で
開
い
た
。
野

阪
泰
弘
氏
（
芦
屋
市
、
野
阪

口
腔
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が

講
演
し
、32
人
が
参
加
し
た
。

　

野
阪
氏
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
に
お
け
る
患
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
獲
得
不
足

が
根
底
に
存
在
す
る
と
指

摘
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

は
、
通
常
の
病
変
を
除
去
す

る
医
療
行
為
と
は
全
く
違
い

異
物
を
生
体
に
埋
入
す
る
特

殊
な
医
療
行
為
で
あ
る
た

め
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
獲
得
方
法
も
一
般

の
医
療
と
は
全
く
違
う
と
強

調
し
た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
だ

け
で
な
く
歯
や
歯
槽
骨
、
歯

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
３
月

14
日
、
保
険
医
会
館
で
総
会

を
開
き
、
２
０
１
４
年
度
の

活
動
の
ま
と
め
と
決
算
、
15

・
16
年
度
の
活
動
方
針
と
役

員
体
制
、
15
年
度
予
算
を
確

認
し
た
。
評
議
員
９
人
を
選

出
し
、
責
任
者
に
宇
治
田
竜

一
氏
（
中
央
区
）
を
再
任
し

た
。

　

14
年
は
、
会
員
に
喜
ば
れ

る
講
習
会
と
し
て
多
彩
な
講

習
会
を
他
地
区
と
共
催
し
て

き
た
。
特
に
北
部
と
共
催
の

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
３
月

29
日
、
総
会
を
開
い
た
。
２

０
１
３
・
14
年
度
活
動
の
ま

と
め
報
告
、14
年
度
決
算
、15

・
16
年
度
活
動
方
針
、
15
年

　

南
河
内
地
区
は
、
４
月
４

日
の
地
区
総
会
で
、
周
術
期

医
療
へ
の
歯
科
医
院
側
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
め
る
た

め
、
病
院
口
腔
外
科
と
連
携

す
る
講
習
会
を
開
い
て
い
く

こ
と
な
ど
を
２
０
１
５
年
度

活
動
方
針
と
し
て
確
認
し

例
で
決
め
る
こ
と
か
ら
、
府
の

有
利
に
働
く
こ
と
は
明
ら
か

だ
。

　

特
別
区
の
収
支
は
、湾
岸
区
、

東
区
、
南
区
で
各
１
４
２
億
〜

４
７
３
億
円
の
赤
字
だ
。
黒
字

の
区
か
ら
赤
字
の
区
へ
財
源
を

移
転
す
る
こ
と
か
ら
、
市
政
で

は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
特
別
区

間
で
の
財
源
の
奪
い
合
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

＊
＊
＊

　

い
ま
、
一
方
的
で
乱
暴
な
宣

伝
が
繰
り
返
さ
れ
、
市
民
が
翻

弄
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
慎
重
な
熟
議
も
な
く
、
ご

ま
か
し
に
満
ち
た
情
報
で
大
阪

の
存
亡
を
決
め
る
こ
と
な
ど
許

さ
れ
な
い
。
大
阪
市
の
廃
止
強

行
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と

が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。

０
億
円
と
試
算
。
１
年
当
た
り

40
億
円
の
負
担
増
だ
。
差
し
引

き
年
間
マ
イ
ナ
ス
37
億
円
、
30

年
間
で
１
１
０
０
億
円
以
上
の

超
赤
字
事
業
で
あ
る
。

＊
＊
＊

　

大
阪
市
を
潰
し
て
も
財
源
が

生
ま
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
府
は

開
発
事
業
の
た
め
に
財
源
を
特

別
区
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
に
な

る
。
府
市
の
資
料
を
基
に
計
算

す
る
と
市
の
税
収
６
３
０
０
億

円
の
う
ち
、
４
６
０
０
億
円
が

府
に
付
け
替
え
ら
れ
、
国
の
交

付
金
５
０
０
億
円
も
府
に
入

る
。
府
は
２
３
０
０
億
円
を
手

元
に
置
き
、
残
り
を
区
に
再
分

配
す
る
。
財
源
配
分
は
府
が
条

区
だ
。
大
阪
府
が
カ
ジ
ノ
計
画

の
実
施
主
体
と
な
れ
ば
、
住
民

の
抵
抗
は
蚊
帳
の
外
に
追
い
や

り
、強
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
＊
＊

　

大
阪
維
新
の
会
は
「『
二
重

行
政
』
の
解
消
で
年
間
４
０
０

０
億
円
を
生
み
出
す
」
と
宣
伝

し
て
い
た
が
、
デ
タ
ラ
メ
だ
っ

た
。
府
市
大
都
市
局
の
資
料
で

は
、
財
政
効
果
は
２
０
３
３
年

時
点
で
１
６
８
億
円
。し
か
も
、

「
二
重
行
政
」
と
は
無
関
係
の

費
用
が
大
半
で
、
実
態
は
年
間

３
億
円
（
特
別
区
２
億
円
、
大

阪
府
１
億
円
）
で
し
か
な
い
。

　

一
方
で
、
大
阪
市
廃
止
に
よ

る
コ
ス
ト
は
30
年
間
で
１
２
０

い
う
従
属
自
治
体
に
な
っ
て
し

ま
う
。
市
民
が
長
年
に
わ
た
っ

て
築
い
て
き
た
地
下
鉄
や
港
湾

な
ど
の
財
産
、
都
市
開
発
の
権

限
は
大
阪
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

市
の
廃
止
は
橋
下
徹
氏
（
同

市
長
）
が
推
進
す
る
カ
ジ
ノ
事

業
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

大
阪
市
の
廃
止
強
行
を
問
う

住
民
投
票
が
17
日
に
実
施
さ
れ

る
。
地
方
財
政
の
専
門
家
の
目

に
は
「
大
阪
市
廃
止
・
分
割
」

構
想
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の

か
。
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た

森
裕
之
・
立
命
館
大
学
教
授
の

学
習
会
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

◇

　

「
大
阪
市
廃
止
・
分
割
」
構

想
で
は
、
大
阪
市
は
五
つ
に
分

割
さ
れ
、
大
阪
府
に
権
限
も
財

源
も
奪
わ
れ
た
「
特
別
区
」
と

カ
ジ
ノ
建
設
の
候
補
地
・
夢
洲

へ
の
交
通
網
整
備
に
は
５
千
億

円
以
上
の
財
政
負
担
を
要
す

る
。
仮
に
市
が
賭
博
場
に
巨
額

の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
望

む
市
民
か
ら
猛
反
発
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
同
構
想
に
お
け

る
福
祉
施
策
の
担
い
手
は
特
別

度
予
算
、
15
・
16
年
度
役
員

体
制
が
採
択
さ
れ
た
。
評
議

員
８
人
を
選
出
し
、
責
任
者

に
美
島
達
平
氏
（
北
区
）
を

再
任
し
た
。

た
。

　

ま
た
、
14
年
度
の
活
動
の

ま
と
め
と
収
支
報
告
、
15
年

度
予
算
、
地
区
責
任
者
に
中

村
新
太
郎
氏
（
富
田
林
市
）、

評
議
員
５
人
、
地
区
役
員
体

制
を
承
認
し
た
。

「
口
腔
外
科
３
回
シ
リ
ー

ズ
」
は
シ
リ
ー
ズ
を
と
お
し

３
０
０
人
近
く
の
会
員
を
む

か
え
好
評
を
え
た
。
地
域
社

保
協
へ
の
積
極
的
な
参
加

や
、
窓
口
負
担
の
大
幅
軽
減

を
求
め
る
署
名
・
消
費
税
の

引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る
会

員
署
名
を
通
じ
、
社
会
保
障

を
守
り
改
善
す
る
運
動
を
推

進
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

肉
の
知
識
が
な
い
患
者
に
治

療
に
つ
い
て
説
明
す
る
場

合
、
口
腔
の
解
剖
、
骨
は
生

き
て
い
る
こ
と
、
骨
結
合
の

理
論
お
よ
び
体
の
反
応
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
た
。

　

野
阪
氏
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

行
っ
て
い
る
工
夫
と
し
て
、

複
写
式
の
用
紙
に
記
入
し
な

が
ら
治
療
内
容
を
説
明
す
る

手
法
を
紹
介
。
患
者
の
理
解

度
を
確
実
に
高
め
、「
言
っ

た
」「
聞
い
て
い
な
い
」
の

不
毛
な
や
り
と
り
を
防
ぐ
た

め
に
も
有
効
で
あ
る
と
述
べ

た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
進

行
を
男
女
の
出
会
い
か
ら
結

婚
生
活
に
例
え
て
解
説
し
、

共
感
す
る
点
が
多
く
有
意
義

な
講
習
会
だ
っ
た
。

 

（
旭
区
・
倉
松
俊
史
）

大阪市北部地区、同東部地区講習会

立命館大学教授　森　裕之氏

インプラントの治療説明
複写式用紙の活用を

多
彩
な
講
習
会
を
報
告

役
員
体
制
・
方
針
決
め
る

病
院
歯
科
と
連
携
図
る

大
阪
市
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部
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総
会

大
阪
市
北
部
地
区
総
会

南
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会

地
方
財
政
の
専
門
家
が
語
る

地
方
財
政
の
専
門
家
が
語
る

「
大
阪
市
廃
止
・
分
割
」構
想

「
大
阪
市
廃
止
・
分
割
」構
想

30
年
で
１
千
億
の
超
赤
字
事
業


